
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軽井沢 22 世紀風土フォーラム通信 

～みんなで軽井沢の風土を磨き上げる～ 

VOL. 

２ 

2017 冬 

 2016 年 5 月、風土フォーラムが動き出しました。風土フォーラムは、軽井沢に関わる全ての人が共に将来の軽

井沢をつくる「風土自治」の実践の場として、「軽井沢グランドデザイン」で提案されている組織です。 
風土フォーラムの活動をお伝えしていきます。 

基本会議委員にお聞きします・・・ 

軽井沢２２世紀風土フォーラムには、その中心的組織として 15 名の委員で構成する「基本会議」があります。

２か月に 1 回のペースで公開会議を行い、これからの軽井沢について様々な面から議論を交わしています。 

このコーナーでは、基本会議委員の方にインタビューし、委員の皆さんの想いの一片をご紹介します。 

第 2 号は、プロジェクトチームみらいえにも参加していただいている石坂洋二委員にお話を伺いました。 

■風土フォーラム基本会議に参加して気付いたことはあ
りますか。 
 

基本会議委員として参加させていただけたことは、自
分自身にとってもチャンスだと思っています。いろいろ
な方とのつながりが持てることや、自分では考えつかな
い新しい発想を得ることが出来るので、とても勉強にな
っています。ただ、基本会議は 2 か月に１回の限られた
時間で行っているため、全体的に発言できる回数がまだ
少ない気がします。形式的な会議にならない様、委員間
で更に議論を活発に出来れば良いですね。 
 

■基本会議に取り入れたい活動は何かありますか。 
 

見学者に発言する権利がないので、参加した方全員が
発言できる開かれた会議になると議論が盛り上がるの
ではないでしょうか。軽井沢を良くしていきたいと思っ
ている方や地域の活動に携わっている団体にも傍聴等
で関わってもらうことも必要だと思います。 
 

■プロジェクトチームみらいえについてお伺いします。
10/6 のイベントを開催してみていかがでしたか。 

 
子どもたちの発想力に驚きました。だいたい、こちら

が想定していない答えが返ってきます。あと、子どもな
ので当然ですが純粋ですね。子どもたちに軽井沢の歴史

や気づくことの大切さを理解してもらうことも大事です
が、親世代にもこれからの軽井沢をどう考えていけば良い
か気付いてもらえると嬉しいです。また、プロジェクトチ
ームでの活動を通して、他の基本会議委員とじっくり話す
時間がもてたので、お互いの理解が深まったと感じていま
す。 

 
■今後の展望や活動についてお聞かせください。 

 

風土フォーラムのように民間、行政のつながりはもちろ
んですが、お互いの理解や思いやりをもって風土自治を進
めていければいいなと思います。軽井沢に関わる住民一人
一人が利己的な考えから利他的な考えになるといいなと感
じています。グランドデザインの示すこれから先の主役は
子どもたちなので、中学生や高校生等を交えた活動を広げ
ていきたいと思っています。地域に交わることで、地域の
ことに関心をもってもらえるのではないでしょうか。20 歳
以下の若いメンバーを交えて基本会議のように議論してみ
るのも面白いと思います。 
 

チームみらいえ  伝説の山の宝を探せ！ 
 

チームみらいえが、１０月６日に町内の小学１年生から４年生までの

児童 17 人と一緒に離山に登り、ミッション型のフィールドワークを行

いました。 

このイベントでは、軽井沢発展の歴史（保健休養地１００年記念碑）

や、定点観測（離山から見た町並みを昔の写真を使って比較）、生息植物

への関心、離山の起源、雨宮敬次郎像があった台座の意味など、児童が

いろいろな体験を通じて、軽井沢の過去・現在を学び未来の軽井沢がど

のようになれば良いか考えるきっかけになればと企画しました。 

当日は、午後から雨に打たれてしまいましたが、大きなハプニングも

なく楽しく冒険ができました。中でも、定点観測では、チームみらいえ

メンバーでも気づかなかったことに、子どもが気づくなど、子どもたち

の発想の豊かさを感じることができたイベントとなりました。 

今後もチームみらいえでは、これからの軽井沢を担う子どもたちのた

めに何ができるか、わいわい語りあいながら活動していきます！ 

 

石坂洋二委員 
 

㈱ライトハウス 代表取締役、 
(一社)軽井沢青年会議所総括 
副理事長を務める青年実業家。 

 
石坂洋二委員 

 

離山頂上でパチリ！ 

（2017.10.6） 



 

 森のささやき  
 

東京巣鴨の地蔵通り商店街は、800ｍの

通り沿いに衣料品店、お菓子屋さん、飲食

店等いろいろなお店がびっしりと軒を連

ねています。とげぬき地蔵のある高岩寺と

いうお寺の門前町という生い立ちですが、

ある時ルポ記事を書いた新聞記者が「おば

あちゃんの原宿」というシャレたネーミン

グをしたことで人気が沸き、異色のにぎわ

いが続いています。マスコミへの登場率も

群を抜いています。 

あんころ餅で有名な「おかげ横丁」も同

じ門前町ですが、こちらはお伊勢様のお陰

で無事過ごせたことへのお礼参りの風習

が名前に生きて定着しています。人気スポ

ットとしての共通点は、商店街そのものの 

 

ご不明な点や、ご意見がありましたら、ぜひ風土

フォーラム事務局までお寄せください。 
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軽井沢 22世紀風土フォーラム事務局 

 

場 所：軽井沢町大字発地 2564-1 

軽井沢発地市庭内 

電話・FAX：0267-45-0121 

Ｅメール：22fuudo@town.karuizawa.nagano.jp 

Ｓ Ｎ Ｓ： 

 10 月 18 日に風土フォーラム事務局の職員が軽井沢中学校に

出向き１年生の生徒を対象に、こもれびの街講座（※）「軽井沢グ

ランドデザイン」を実施しました。（※町民等の皆さんからの要請に基

づき、町職員等が集会等に出向いて講座を行う町教育委員会の制度。町の

行っている仕事等に関するメニューが用意されている。） 

“講座”とはいえ、生徒の皆さんと一緒に軽井沢の将来につい

て考える時間になればと考え、用意した２つのテーマについてグ

ループ（班）に分かれて意見を出し合ってもらった後に、各グル

ープで出された意見を発表し生徒全員で共有しました。 

まず、話し合ってもらったテーマは「軽井沢にあってほしいも

の」についてです。たくさんのユニークな意見がでましたが、特

に多かった意見は「本屋」、「ショッピングモール」などの店舗、

「映画館」、「遊園地」などの娯楽施設でした。こうした施設の中

には、いわゆる「軽井沢ルール」により建設等が難しいものもあ

ります。この町では、このよう 

な便利で楽しめそうな施設が他の 

町に比べて制限があるにも関わら 

ず、たくさんの人々が楽しみに訪 

れるのはなぜでしょうか。これが 

考えてもらったもう一つのテーマ 

です。「空気がきれい」、「自然が 

豊か」、「夏が涼しい」等、たくさ 

んの意見が出ました。 

 
 

軽井沢には、みんなで守ってきた特別な自然・景観・環境と積

み重ねられた別荘文化という“宝”があり、これにより人々の“あ

こがれ”になっていることについて確認しました。これらを踏ま

えて、この先の50年、100年をどうしていったらよいか、これ

からも一緒に考えていきましょうとお願いしました。生徒の皆さ

んが活発に意見を出し合い、発表などにも積極的に参加してくれ

たことで、いくらか緊張していた職員も楽しい時間を過ごすこと

ができました。 

 

魅力もありますが、通り名としてのネーミ

ングが優れていることです。 

軽井沢町を代表する通り名は「旧軽銀座」

ですが、こちらは全体を代表する拠点は持

たず、街歩きのコース、銀ブラ的色合いが

特徴です。一方新しい所では塩沢と中学校

を結ぶ南北の通りにはいつの間にか「グル

メ通り」という名前がつき、和食店、洋食

店の開業がつづいていますが、熱気という

程ではありません。どちらも今流行の“ホッ

トスポット”的な展開とは趣を異にします。 

これに対して去年オープンした「発地市

庭」は産直野菜を中心にした農産物が好評

で、開業以来１年半の売上げは１日平均で

130 万円、2,300 人と最高の人出を記録し

た今年 8 月 12 日には 500 万円を超える実

績を挙げています。イベントも多彩です。

こ 

 

これに乗って、市庭の周辺には徐々に食

べ物屋さんが集まりはじめ、風景が変わ

り始めています。レストランを計画して

いる人や文化施設の構想もあるとかで、

通りとしての熱気は確実に上昇していま

す。 

そこで、この通りに名前を付けて軽井

沢の新しいホットスポットに仕立てては

どうかという案がでてくるのもうなずけ

ます。 

「市庭」ということばを生かそう、フラ

ンス語でおしゃれにいこう、いや泥臭い

のがいいなどと話しているうちにアイデ

アは浮かんでくるもので、自然発生的な

名前を待つ手もありますが、どこかが公

募して命名コンテストで決めるというの

も面白いかもしれません。 
 

☆事務局のようへい！は紙面の都合によりお休みしますが、ようへいは事務局でお待ちしています。 

 

 

■軽井沢にあってほしいもの 
 

１位 本屋 

２位 ショッピングモール 

３位 映画館 

４位 遊園地 

５位 大きな公園、広場 

 


